
© Seiko Epson Corporation. 2022

Sound MCU: S1C31D41
デモソフトウェアガイド
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 目的：”SOUNDPLAY_DEMO”(音声再生デモ) について説明します。
1.  評価ボード

1.1.   DIPスイッチ・ジャンパー設定
1.2.   PC接続

2.  デモソフトウェア
2.1.   ビルド・ダウンロード
2.2.   動作フロー
2.3.   デモ操作・音声ROMアップデート

3.  各出力モード推奨回路
3.1.   スピーカー+アンプ推奨回路
3.2. 電磁ブザー推奨回路
3.3.   圧電ブザー推奨回路
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1. 評価ボード
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使用するモードに従って、評価ボード上のディップスイッチとジャンパーを設定してください。

1.1. DIPスイッチ・ジャンパー設定

1 2 3 4

ON

SW8

デモモード SW8-3 SW8-4

Demo0 OFF OFF

Demo1 OFF ON

内蔵Flashデモ ON OFF

プリセットデモ ON ON

1 2 3 4

ON

SW8

出力モード SW8-1 SW8-2 JP2 JP3 JP4 J10 J8 J9 J11

スピーカー OFF OFF - - 1-2オープン 1-2オープン スピーカー接続 - -

電磁ブザー OFF ON 2-3ショート 2-3ショート 1-2オープン 1-2ショート - - -

圧電ブザー(USB 5V駆動) ON OFF 1-2ショート 1-2ショート 1-2ショート 1-2オープン - 圧電ブザー接続 -

圧電ブザー(外部電圧駆動) ON OFF 1-2ショート 1-2ショート 2-3ショート 1-2オープン - 圧電ブザー接続 外部電源接続

J10

J11

J9

JP4

JP2

JP3

1

3

1

31

3

2
1

1
2

+
-

J8

JP1

J7
2 1

4 3
6 5

8 7

1
3

電源 J7 JP1

USB 5V供給 1-2ショート
3-4オープン
5-6ショート
7-8オープン

2-3ショート

表1.2 電源供給の設定

表1.3 デモモードの設定

表1.1 出力モードの設定
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下記の手順でPCと評価ボードを接続します。

① マイクロUSBケーブルを評価ボードのCN4コネクタに接続します。
② マイクロUSBケーブルをIAR Embedded Workbench または MDK-ARMをインストール済みのPCのUSBポートに接続します。
③ 評価ボード上のLED1とLED2が点灯していることを確認します。
④ RST-NXボタンを押します。

1.2. PC接続

オーディオジャック
(SPK)

RST-NX

DAPLink用micro-USB
コネクタ(CN4)

LED1

LED2

①

③
②

④
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2. デモソフトウェア



7

S1C31D41周辺回路サンプルソフトウェアパッケージの
SOUNDPLAY_DEMOフォルダにあるプロジェクトをビルドし、
評価ボードにダウンロードします。

1. “SOUNDPLAY_DEMO”ワークスペースファイルをダブルクリックし、IDE
を起動します。

2. プロジェクトをビルドし、ビルド済みのソフトウェアを評価ボード上の
S1C31D41にダウンロードします。

*1: 本ソフトウェアは、EEPROMエミュレーションライブラリを使用しているため、ファームウェ
アのダウンロード前に、必ずメモリ消去を行ってください。
*2: ソフトウェアのビルド及びダウンロードの詳細については、下記のドキュメントを参照くだ
さい。
・ S1C31 Family周辺回路サンプルソフトウェアマニュアル

2.1. ビルド・ダウンロード
[s1c31d5xd41sp_verx_xx]

|- [Licenses] : ライセンス群
|- [Drivers] : ドライバ群
|    |- [board] : 評価ボード関連ドライバ
|    |    |- [S5U1C31D41T1]
|    |    |    |- [ARM]
|    |    |    |- [IAR]
|    |    |    |- board.c/.h : 評価ボードの設定プログラム
|    |    |    |- settings.h : 評価ボード機能設定用定義ファイル
|    |    |    |- …
|    |- [CMSIS] : CMSISドライバ
|    |    |- [Device]
|    |    |    |- [S1C31D41]
|    |    |        |- [Include]
|    |    |        |    |-S1C31D41.h : CMSIS周辺回路アクセスレイヤヘッダファイル
|    |    |        |    |- …
|    |    |        |- [Source]
|    |    |            |- [ARM]
|    |    |            |- [IAR]
|    |    |            |    |- startup_S1C31D41.s : CMSISスタートアッププログラム
|    |    |            |- system_S1C31D41.c : CMSIS周辺回路アクセスレイヤプログラム
|    |    |- [Driver]
|    |    |- [SVD]
|    |- [sePeripheralLibrary] : 周辺回路ライブラリ
|        |- se_clg.c/.h
|        |- se_i2c.c/.h
|        |- …
|- [Middlewares] : ミドルウェア群
|    |- [seHWProcLibrary] : HWプロセッサライブラリ
|    |- [seFlashLibrary] : 自己書き換えライブラリ
|    |- [seEepromLibrary] : EEPROMエミュレーションライブラリ
|
|- [Projects] :サンプルソフトウェア群
|    |- [Demonstration] : デモソフトウェア群
|    |   |- [SOUNDPLAY_DEMO] :  音声再生デモプロジェクト
|    |   |    |- [ARM] : MDK-ARM用プロジェクト
|    |   |           |- soundplay_demo_D41.uvmpw : ワークスペースファイル
|    |   |    |- [IAR] : IAR EWARM用プロジェクト
|    |   |           |- SOUNDPLAY_DEMO_D41.eww : ワークスペースファイル
|    |   |    |- main.c
|    |   |    |- …
|    |   |- …
|    |- [Applications] : アプリケーションソフトウェア群
|    |- [Examples] : 周辺回路サンプルソフトウェア群
|
|- README.txt
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SOUNDPLAY_DEMOは、HWプロセッサで提供される音声再生機能を使用して、プッシュスイッチ操作による様々な音声再生制御を行います。

1. プリセットデモで再生する音声の言語タイプを取得します(*1)。
2. SOUNDPLAY用にシステムクロックをOSC3 16MHzに設定します。
3. 周辺部品(プッシュスイッチ, DIPスイッチ, FTDI)を制御するポートを初期化します。
4. DIPスイッチをスキャンし、操作モード(音声再生, 音声ROMアップデート)と音声出力モードを読み込みます。
5. 操作モードに従って、下記の処理を行います。

音声再生モード
1. 外付けQSPI-FlashへのアクセスのためQSPIを初期化します。
2. 音声ROMのアクセス先のアドレスとサイズを設定します。(内蔵Flash/外付けQSPI-Flash)
3. アンプ制御用のポートを初期化します。
4. プッシュスイッチ制御用のT16タイマーを初期化します。
5. 音声出力モードに対応するseSoundPlayInit関数(*2)を呼び出し、HWPのSOUNDPLAY機能を初期化します。
6. プッシュスイッチの操作で生じる割込みにより、seSoundPlaySetParameter関数(*2)、seSoundPlayCommand関数(*2)を呼び出し、音声再生・停

止/再生速度変更/再生ピッチ変更/ボリューム変更の動作を行います。
音声ROMアップデートモード

1. 外付けQSPI-FlashへのアクセスのためQSPIを初期化します。
2. SPIを初期化し、PC上のライターツールとの通信が確立するまで待機します。
3. PCとの通信確立後、PC上のライターツールの指示に従って、PCからの音声ROMデータを受信し、受信した音声ROMデータを外付けQSPI-Flashに送信して

アップデートを行います。

*1: この処理は、プリセットデモでのみ有効です。
*2: HWPライブラリの関数仕様(seSoundPlay関数)の詳細については、以下のドキュメントを参照ください。

・ S1C31D41デモソフトウェアガイド ”2. SOUNDPLAY(音声再生サンプル)” (2_S1C31D41_SoundPlay_j_revx.xx.pptx)

2.2. 動作フロー
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デモの操作方法や音声ROMのアップデート方法は、
 S1C31D41評価ボードスタートガイド
 S1C31D41評価ボードデモ アップデートツール ガイド

を参照ください。

2.3. デモ操作・音声ROMアップデート
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3. 各出力モード推奨回路
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回路定数は、アンプ、スピーカー、音質要求により異なります。

3.1. スピーカー+アンプ 推奨回路

MCU output ローパスフィルタ(カットオフ周波数:8kHz) アンプ推奨回路(アンプドキュメントを参照)
2次(ノイズ削減) 差動(基板ノイズ耐性)

1次(コスト優先)

2次(ノイズ削減) シングルエンド(コスト優先)

1次(コスト優先)

IS31AP2005
VCC

IN-
IN+

SDB

OUT+
OUT-

GND

0.1uF1uF

VCC

150kΩ0.1uF

150kΩ0.1uF

100kΩ

IS31AP2005
VCC

IN-
IN+

SDB

OUT+
OUT-

GND

0.1uF1uF

VCC

150kΩ0.1uF

150kΩ0.1uF

100kΩ

S1C31D41

SDACOUT_N

SDACOUT_P

S1C31D41

SDACOUT_P

39nF

510Ω

39nF

510Ω
SDACOUT_P SDACOUT_LPF_P

39nF

510Ω
SDACOUT_P SDACDOUT_LPF_P

39nF

510Ω

39nF

510Ω
SDACOUT_N SDACOUT_LPF_N

39nF

510Ω
SDACOUT_N SDACOUT_LPF_N

39nF

510Ω

39nF

510Ω
SDACOUT_P SDACOUT_LPF_P

39nF

510Ω
SDACOUT_P SDACOUT_LPF_P

SDACOUT_LPF_P
SDACOUT_LPF_N

SDACOUT_LPF_P

AMP_EN

AMP_EN

PORT

PORT

AMP_EN

AMP_EN

* 推奨回路のアンプは、弊社評価ボードに搭載されているISSI社製のIS31AP2005です。IS31AP2005 Rev.D (lumissil.com)

この図は参考回路であり、実際の使用にはお客様の評価・責任・判断で行ってください。

この図は参考回路であり、実際の使用にはお客様の評価・責任・判断で行ってください。

https://www.lumissil.com/assets/pdf/core/IS31AP2005_DS.pdf
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回路定数は、電磁ブザー、電圧、音圧要求により異なります。

3.2. 電磁ブザー 推奨回路

MCU output 推奨回路
抵抗値 R1,R2,R3,R4 は、接続する電磁ブザーに最適な値を選択してください。TDK㈱製の各電磁ブザー使用時の推奨抵抗値は下表のと
おりです。これらの値は、電磁ブザーへの供給電圧(VDD1)、および仕様(直流抵抗、最大電流)から算出した値です。

Power
Supply

DC 
Resistance Io-p(max) Resistance 

R1/R2/R3/R4
3v 70Ω 40mA 4.7kΩ
5v 70Ω 70mA 2.2kΩ

Mark Parts
Q2 2 x PNP-Tr
Q3 2 x NPN-Tr

S1C31D41

SDACOUT_P2

SDACOUT_N2

SDACOUT_P

SDACOUT_N

R1

R2
Q2a

Q3a

R3

R4
Q2b

Q3b

SDACOUT_P

SDACOUT_N

VDD1

VDD1

VDD1

逆起電力防止用回路です。
要不要は、ご評価の上ご判断ください。

SDACOUT_P2

SDACOUT_N2

VDD

VDD

33k

33k

33k

33k

*推奨回路の詳細については、”S5U1C31D41Tマニュアル”の回路図を参照ください。
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回路定数は、圧電ブザー、電圧、電流、音圧要求により異なります。

3.3. 圧電ブザー 推奨回路

MCU output 推奨回路
抵抗値 R1,R2,R3 は、圧電ブザーへの供給電圧とターゲット電流から最適な値を選択ください。供給電圧とターゲット電流に対する
推奨抵抗値を下表に示します。(Q1のMOSFETの選定においては、印加電圧が MOSFETの耐圧値を上回ることのないように注意ください。

Mark Parts
Q1 2 x NMOS

S1C31D41

SDACOUT_P

SDACOUT_N R1

Q1a

VDD

33kΩ R2

Q1b

VDD

33kΩ

R3

SDACOUT_P

SDACOUT_N

Power
Supply Io-p(max) Resistance 

R1/R2 R3

15v
30mA 560Ω 220Ω
20mA 820Ω 220Ω
10mA 1.8kΩ 220Ω
5mA 3.3kΩ 220Ω

Power
Supply Io-p(max) Resistance 

R1/R2 R3

12v
30mA 470Ω 180Ω
20mA 680Ω 180Ω
10mA 1.5kΩ 180Ω
5mA 2.7kΩ 180Ω

10mA difference makes roughly 1-3db

Power
Supply Io-p(max) Resistance 

R1/R2 R3

5v
30mA 180Ω 100Ω
20mA 270Ω 100Ω
10mA 560Ω 100Ω
5mA 1.0kΩ 100Ω

Power
Supply Io-p(max) Resistance 

R1/R2 R3

3v
30mA 100Ω 47Ω
20mA 150Ω 47Ω
10mA 330Ω 47Ω
5mA 560Ω 47Ω

*推奨回路の詳細については、”S5U1C31D41Tマニュアル”の回路図を参照ください。
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